
研究目的

教育プログラム「セカンドステップコース1」（4歳から8歳向け）は子どもの衝動的・攻撃的行動を和らげ、社会への適応力を高める目的でアメリカで開発された。アメリカにおけるセカンドステップ教材には展開のバリエーションとして絵本の紹介がされている。

筆者は日本の幼稚園で実践を行いながら、日本で創作、翻訳出版されている絵本の中から、セカンドステップのレッスンの充実と展開をはかる絵本を選びたいと考えた。

研究方法　

　Ⅰ．事前に毎回のレッスンの内容と子どもたちの状況などを考え、絵本を選ぶ。

　<選ぶ条件>

総合的には第1章「相互理解」、第2章「問題の解決」、第3章「怒りの扱い」というセカンドステップ各章のテーマに沿っていて、絵本として楽しく、質が良いものを選ぶ。

１．セカンドステップのその日のレッスンを深めたり、理念に沿うものであること。

２．26名前後のクラスに読むにあたって、子どもが楽しみ、理解できる質の良い絵本であること。

３．幼稚園の子ども達が園文庫や家庭、図書館で繰り返し読むことができる現在出版されている絵

本であること。

４．レッスンの1回の所要時間は30分前後であるから、プログラムにおいて絵本のしめるバランスを配慮する。

Ⅱ．<実践>2005年9月から大阪府高槻市の公立幼稚園において4歳児2クラスにセカンドステップレッスンを行う。毎回レッスンの最後に絵本を読む。

2006年度4月からは5歳年長クラスとなったその子ども達に5歳から入園してくる子ども達も加わった。全２８レッスン終えるのは2007年３月の予定である。

①筆者がレッスンを通して子ども達の反応を考察する。

②ビデオのレッスン記録を参考にする。

③園長、先生方の意見を参考にする。

Ⅲ．絵本の選択・読み方や伝達など考察する。

レッスンで取り上げた絵本

〔レッスンテーマ・レッスン日時・絵本（書名・作者・画家名・出版社・出版年）〕

第1章 相互の理解

レッスン１　約束（ルール）づくり　2005/ ９/12
『かばくんのふね』

岸田衿子作/中谷千代子絵　福音館書店　1990　

レッスン２　気持ちⅠ　2005/９/20

『もしゃもしゃちゃん』

マレーク・ベロニカ文・絵/みやこうせい訳

福音館書店　2005

レッスン３　気持ちⅡ　2005/９/26

『けんけんとびのけんちゃん』

角野栄子作/大島妙子絵　あかね書房　1995

レッスン４　同じ気持ち・違う気持ち2005/10/17『ここにいたい！あっちへいきたい！』

レオ＝レオニ作/谷川俊太郎訳　好学社　1977

レッスン５　気持ちは変わる　2005/ 10/24

『ボリボン』

マレーク・ベロニカ文・絵/みやこうせい訳

福音館書店　2005

レッスン６　もし……したら　2005/ 11/07

『ラチとライオン』

マレーク・ベロニカ文・絵/とくながやすもと訳

福音館書店　1965

レッスン７今は……でもあとでなら2005/ 11/14『わたしのねこちゃん』

　かんなりまさこ文/荒井良二絵　福音館書店　2003　　

レッスン８「うっかり」と「わざと」　2005/ 11/21『あくたれラルフ』

　ジャック・ガントス作/二コール・ルーベル絵/石井桃子訳　福音館書店　1982（童話館出版）　

レッスン９　フェアとは　2005/ 11/28

『ノンタンぶらんこのせて』

おおともやすおみ・おおともさちこ作・絵

偕成社　1976

レッスン10自分の気持ちを伝える2005/ 12/19『しろいうさぎとくろいうさぎ』

ボガース・ウィリアムズ文・絵/松岡享子訳

　福音館書店　1965

レッスン11よく聴く　2006/ 01/23

『ぼくのあおいふね』ピーター-＝ジョーンズ文/ディック＝ブルーナ絵/なかがわけんぞう訳　偕成社　1986（絶版）

『ひなどりとねこ』（お話）

レッスン12友達を思いやる　2006/ ２/06

『とんことり』

筒井頼子作/林明子絵　福音館書店　1989

第2章　問題の解決

レッスン1落ち着いてゆっくり考える2006/ 5/19『サラダでげんき』

角野栄子作/長新太絵　福音館書店　1981

レッスン２どんなことが起こっているか？2006/ 6/02

『がんぴーさんのふなあそび』
ジョン・バーニンガムさく/みつよしなつややく

ほるぷ出版1976

2006/ 6/14レッスン３何が出来る？

『エンとケラとプン』

いわむらかずお作　あかね書房　1982

2006/ 9/15レッスン４どれをするか決める

『ちいさなヒッポ』

マーシャ＝ブラウン作・絵/内田莉沙子訳

偕成社1984

2006/ 9/25レッスン５結果はどうだったか？

『スイミー』ちいさなかしこいさかなのはなし

レオ＝レオニ/谷川俊太郎訳　好学社　1969

2006/ 10/20レッスン６いっしょに使う

『ぼくのだ！わたしのよ！』

レオ＝レオニ/谷川俊太郎訳　好学社　1985
2006/ 11/06レッスン７順番にする

『ノンタンぶらんこのせて』（前掲）

2006/ 11/17レッスン８交換する

『そらいろのたね』

なかがわりえこ文/おおむらゆりこ絵

福音館書店　1964

2006/ 12/04レッスン９集中する

『がんばれさるのさらんくん』

中川正文作/長新太絵　福音館書店　1958

2006/ 12/15レッスン10行儀良く話しかける

『こすずめのぼうけん』

ルース・エインスワース作　石井桃子訳

堀内誠一画　福音館書店　2005　1976

第3章　怒りの扱い

2007/ １/15レッスン１怒りを自覚する

『かいじゅうたちのいるところ』

モーリス・センダック作/神宮輝夫訳　

冨山房　1975

200７/ 1/23レッスン２落ち着く

『おこりんぼフンガくん』

国松エリカ作　小学館2003）

200７/ ２/02レッスン３ケガをしたとき

『ノンタンいたいのとんでけ～☆』

キヨノサチコ作・絵　偕成社　2004

『いたいの　いたいの　とんでけ』

平出　衛作　福音館書店1999

200７/ 2/16レッスン４悪口をいわれたとき

『おねえちゃんたらもう』

クリス・ラシュカ作絵/泉山真奈美訳　偕成社1998

200７/ 2/26レッスン５横取りされたとき

『９ひきのうさぎ』

　せなけいこ作・絵　ポプラ社　2004

　200７/ 3/02レッスン６ほしいものがもらえないとき

『きんのさかなのものがたり』

　プーシキン作/コナシェヴィチ絵いじゅういんとしたか訳新読書社1983

まとめ

· レッスンは白黒写真のカード１場面に集中してテーマに沿って思考し、発言する時間である。共同で物語を創作し経験を分かち合っているともいえる。ここでは対話への参加のため緊張をともなう。他方、絵本の時間は物語として完成している世界に没頭できる。場面数は多く、色彩があり、集中の種類が違う。子どもはそれぞれを楽しむことができる。

· レッスンと絵本それぞれが、子ども達に物事の展開の中で起こる出来事とその捉え方、変化する感情、心のありよう、自分と他者への関わり方、ことばの使い方、問題の解決策を示唆しており、レッスンを理解することと絵本を楽しむこと相互に良い効果をもたらすのではないか。

· 本研究は高槻市立Ｓ幼稚園における2004年度からの実践に続くもので、Ｓ幼稚園、Ｈ幼稚園の園児、園長、教職員の皆様に深く感謝申し上げます。

２００７日本保育学会での発表論文　　　　　セカンドステップにおける絵本の役割


村川京子（大阪薫英女子短期大学）
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